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３　指導計画 

 ●は主となるもの　・は関連指導的なもの

月
低　学　年 中　学　年 高　学　年

主題 指導項目 指導内容 主題 指導内容 主題 指導内容

４

た
の
し
い
き
ゅ
う
し
ょ
く

楽しい食事 ● グループ内で楽しく
話し合いながら食べ
ることができる。

● 人のいやがることを
しないで食事をする
ことができる。

・ 室内をきれいにする
ことができる。

・ 身なりをととのえる
ことができる。

・ 手洗いが正しくでき
る。

楽
し
い
給
食

● グループで話しなが
ら楽しく食事ができ
る。

● 人に迷惑をかけない
ように食事ができ
る。

・ 進んで室内をきれい
にすることができ
る。

・――――――――→
・ 手洗いの必要なわけ

を知り合理的にでき
る。

楽
し
い
給
食

● 食事にふさわしい話
題を持つことができ
る。

● 感じのよい話し方、
食べ方ができる。

・ 楽しい会食の場をく
ふうすることができ
る。

・――――――――→
・――――――――→

５

じ
ょ
う
ず
な
た
べ
か
た

よい食べ方 ● しょくじのあいさつ
がじょうずにでき
る。

● よい姿勢で順序よく
食べることができ
る。

● ぎょうぎよく食べる
ことができる。

・ 時間内に食べ終わる
ことができる。

じ
ょ
う
ず
な
食
べ
方

・ 心をこめて、食事の
あいさつができる。

● 進んでよい姿勢をし
て食事ができる。

● 食事の作法に気を付
けて食事ができる。

・ 時間内に食べ終わる
ことができる。

・ 感謝する気持ちで食
事のあいさつができ
る。

● 正しい姿勢で食事が
できる。

● 食事作法を身に付け
て食事ができる。

・ みんなと早さをそろ
えて食事ができる。

６

き
ゅ
う
し
ょ
く
の
え
い
せ
い

室内の清潔

手　洗　い

食べ物の扱
い

食器の扱い

食後の休養

あとかたづ
け

・ 空気の入れかえをす
ることができる。

● 手をきれいに洗い清
潔な手ふきでふくこ
とができる。

● 安全衛生に気を付け
て配膳をうけること
ができる。

● 食器を衛生的に扱う
ことができる。

・ 食後は静かに休養し
楽しくすごすことが
できる。

・ 食後のあとかたづけ
のしかたをおぼえ
じょうずにできる

給
食
の
え
い
せ
い

● 気温との関係を考え
て換気することがで
きる。

●――――――――→

●――――――――→

● 食器を衛生的に扱う
ことができる。

・ 食後をじょうずにす
ごすことできる。

・ 食後のあとかたづけ
が協力して手ぎわよ
くできる。

● 合理的に換気でき
る。

●――――――――→

●――――――――→

● 食器を衛生的に扱う
ことができる。

・ 食後のすごし方をく
ふうできる。

・ 食事のあとかたづけ
を能率的にできる。
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月
低　学　年 中　学　年 高　学　年

主題 指導項目 指導内容 主題 指導内容 主題 指導内容

７

よ
い
は
こ
び
か
た
く
ば
り
か
た

持ち方

運搬・配膳
のくふう

● 配膳がすむまで静か
にまつことができ
る。

● 当番は力をあわせて
こぼさないように運
んだり、配る手つだ
いをすることができ
る。

運
び
方
配
り
方
の
く
ふ
う

● 楽しいふんいきで静
かに待つことができ
る。

● 当番は安全衛生に気
を付けて運搬・配膳
ができる。

運
搬
・
配
膳
の
し
か
た

● 楽しい持ち方をくふ
うできる。

● 当番は運搬・配膳を
安全・清潔手ぎわよ
くできる。

９

し
ょ
く
じ
の
し
か
た

よい食べ方

食器の扱い

食後の休養

● ぎょうぎよくたべる
ことができる。

● 食器の音をたてない
でじょうずに扱うこ
とができる。

● 食後は静かに休養し
楽しくすごすことが
できる。

・口すすぎができる。

食
事
の
し
か
た

● 食事作法に気を付け
て食事ができる。

・ 食器をじょうずに扱
うことができる。

● 食後をじょうずにす
ごすことができる。

・口すすぎができる。

食
事
の
し
か
た

● 食事作法を身に付け
て食事ができる。

・――――――――→

● 食後のすごし方をく
ふうできる。

・口すすぎができる。

10

い
ろ
い
ろ
な
食
べ
物

献立と栄養 ● 献立の中の食品名を
知る。 食

べ
物
の
は
た
ら
き

● 食べ物の種類や献立
名を知る。

● 栄養は三つの群に分
かれていることを知
る。

● 時間内で食べ終わる
ことができる。

食
べ
物
の
働
き

● 献立の栄養的な見方
がわかる。

● みんなと速さをそろ
えて会食できる。

11

た
べ
も
の
す
き
き
ら
い

健康によい
食事のとり
方

● きらいなものも少し
ずつ食べることがで
きる。

・ よくかんで食べるこ
とができる。

食
べ
物
の
す
き
き
ら
い

● 栄養上偏食のよくな
いことを知って好き
きらいなく食べるこ
とができる。

・ 自分の食べる量に関
心を持つことができ
る。

食
物
と
健
康

● 進んで健康によい食
生活ができる。

・ 健康によい適量を
知って食べることが
できる。

12

力
を
あ
わ
せ
て
よ
い
き
ゅ
う
し
ょ
く

環境の整備

待ち方

かたづけ

● 仲よくグループづく
りや食卓づくりがで
きる。

・ 当番が配膳しやすい
ようにして待つこと
ができる。

・ グループで仲よくあ
としまつができる。

み
ん
な
の
協
力

● 協力して楽しい食事
の場をつくることが
できる。

・ 当番が配膳しやすい
ように協力できる。

● 食後のあとかたづけ
が協力して手ぎわよ
くできる。

み
ん
な
の
協
力

● 協力して楽しい食事
の場をくふうでき
る。

・ 自主的に当番や係の
人に協力できる。

・ 食事のあとかたづけ
が、協力して能率的
にできる。



― 37 ―

月
低　学　年 中　学　年 高　学　年

主題 指導項目 指導内容 主題 指導内容 主題 指導内容

１

き
ゅ
う
し
ょ
く
あ
り
が
と
う

食事のあい
さつ

待ち方

健康によい
食べ方

かたづけ

● 感謝の心をこめて食
事のあいさつができ
る。

● 感謝の気持ちでうけ
ることができる。

・ きらいなものでも少
しずつ食べることが
できる。

● 残菜食器のかたづけ
がきちんとできる。

・ 身のまわりをきれい
にできる。

給
食
あ
り
が
と
う

・――――――――→

● 当番や係に協力して
感謝の気持ちでうけ
ることができる。

・ 栄養上偏食のよくな
いことを知ってすき
きらいしないで食べ
ることができる。

● 残菜食器のかたづけ
が協力してできる。

・ 身のまわりを清潔に
できる。

給
食
に
感
謝

・――――――――→

●――――――――→

・ 合理的な食生活が健
康によいことを知っ
てすききらいしない
で食べることができ
る。

● 残菜食器のかたづけ
が協力し能率的にで
きる。

２

た
の
し
い
か
い
し
ょ
く

環境の整備

楽しい食事

食後の休養

給食の反省

・ 室内をきれいにでき
る。

● きれいな食卓づくり
ができる。

● グループ内で楽しく
話し合いながら仲よ
く食べることができ
る。

・ 食後のあいさつが
じょうずにできる。

・ 静かに話し合いなが
ら楽しくすごすこと
ができる。

● 給食について反省す
ることができる。

・ 正しい食事のしかた
をおぼえたか。

・ なかよく仕事ができ
たか。

楽
し
い
会
食

・ 進んで室内を整理す
ることができる。

● 協力して楽しい食事
の場をくふうしてつ
くることができる。

● グループで話しなが
ら楽しく食事ができ
る。

・ 心をこめて食後のあ
いさつができる。

・ 食後をじょうずにす
ごすことができる。

● 給食について反省す
ることができる。

・ 正しい食事のしかた
を身に付けたか。

・ 協力しあって楽しく
食事ができたか。

楽
し
い
会
食

● 楽しい食事ができる
ようにすすんで会食
にふさわしい場をく
ふうできる。

● 食事時にふさわしい
話題をくふうし、楽
しいふんい気で会食
できる。

・ 感謝の心をこめて食
後のあいさつができ
る。

・ 食後のすごし方をく
ふうできる。

● 給食について反省す
ることができる。

・ 正しい食事の仕方を
進んで実践したか。

・ 進んで楽しい食事が
できるようにくふう
したか。

３




